
第169回定時株主総会資料

（電子提供措置事項のうち法令および定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項 ）

●事業報告
「業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況の概要」

●連結計算書類
「連結注記表」

●計算書類
「個別注記表」

（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

川西倉庫株式会社

上記事項につきましては、法令および当社定款第13条第２項の規定
に基づき、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面
（電子提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況の概要
イ．業務の適正を確保するための体制
取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の

適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

１．取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
当社グループは、事業に関連する多くの法令、定款および規程規則類を遵守し、企業倫理を守
り、社会的な良識を持って行動することをすべての業務遂行の基本とする。その徹底を図るた
め、コンプライアンス委員会においてコンプライアンスの取り組みを横断的に統括することと
し、同委員会事務局を中心に役職員研修等を行う。監査室は同委員会事務局と連携のうえ、コ
ンプライアンスの状況について内部監査を実施する。これら活動は定期的にコンプライアンス
委員会、取締役会および監査等委員会に報告されるものとする。法令上疑義のある行為等につ
いて職員等が直接情報提供等を行う手段としてホットラインを設置・運営する。
当社は、反社会的勢力による不当要求に対し、組織全体として毅然とした態度で対応し、反社
会的勢力とは取引関係その他一切の関係を持たないものとする。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
文書取扱規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書に記録し、適切に保存・管理する。
取締役は、文書取扱規程により、常時これらの文書等を閲覧できるものとする。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスク管理規程に従いリスクカテゴリー毎の責任部署を定め、リスク管理体制を明確化する。
監査室が各部署毎のリスク管理の状況について内部監査を実施する。社長を委員長とするリス
ク管理委員会を設置し、内部監査の結果を適時報告を受け、全社的リスク管理の進捗状況のレ
ビューを実施する。この結果は取締役会に報告する。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
以下の経営管理システムを用いて、取締役の職務の執行の効率化を図る。
（１）当社の社内規程である職制規程、職務権限表、稟議規程に基づき効率化を図る。
（２）取締役会において、法令または定款の定めるところにより取締役等に委任できない事項

および経営戦略等の重要事項について審議・決定し、それらについて定期的にチェック
する機能を果たしている。原則として月１回の開催とし、必要に応じて臨時取締役会を
開催している。

（３）経営会議において、取締役（監査等委員である取締役および社外取締役を除く。）と部支
店長により、全般的な経営管理に関する事項について審議を行っている。原則として月
１回の開催とし、必要に応じて臨時会議を開催している。
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５．当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社の関係会社管理規程によりグループ各社の各管轄部署を定めるとともに、以下の体制を整
備する。
（１）当社の役職員の子会社への役員派遣等によりガバナンスを確立する。
（２）一定の経営上の重要事項に関する当社からの承認取得のための手続きを行う。
（３）定期的な業務執行状況・財務状況等の報告の聴取を行う。
（４）必要がある場合は当社の監査室、コンプライアンス委員会事務局およびリスク管理委員

会事務局によるグループ各社の監査を行う。
（５）危機発生時における当社への連絡・当社による指示を行う。
（６）不祥事等の防止のための役職員教育や研修等に係る体制を整備する。

６．監査等委員会がその職務を補助すべき使用人に関する事項および当該使用人の取締役（監査等
委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項ならびに当該使用人に対する指示の実効
性の確保に関する事項
監査室または総務部は監査等委員会との協議により監査等委員会の要望した事項の内部監査を
実施し、その結果を監査等委員会に報告する。
監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた職員は、その命令に関して、取締役の指揮命
令を受けない。

７．監査等委員会への報告に関する体制
取締役（監査等委員である取締役を除く。）または使用人は、監査等委員会に対して、法定の事
項に加え、当社および当社グループに重大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況、コンプ
ライアンス・ホットラインによる通報状況およびその内容を適時に報告する体制を整備する。
報告の方法（報告者、報告受領者、報告時期等）については、取締役と監査等委員会との協議
により決定する方法による。

８．前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保す
るための体制
監査等委員会に報告を行った者が、当該報告をしたことを理由に不利な取扱いを受けないこと
を確保する体制を整備する。

９．監査等委員の職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）について生ずる費
用または債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員が、その職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、
当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用または
債務を処理する。
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10．その他、監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査室と監査等委員会は、適宜情報交換を行うとともに、連携して監査を行う。
監査等委員会に対して、必要に応じて当社の顧問弁護士および顧問税理士に監査業務に関する
助言を受ける機会を保障する。
監査等委員会と取締役（監査等委員である取締役を除く。）、監査法人との意見交換会を定期的
に開催するものとする。
社長が決済する稟議書は、常勤の監査等委員に供覧する。

11．財務報告の適正性を確保するための体制
当社および当社グループの財務報告の適正性を確保するため、内部統制委員会を設置し財務報
告に係る必要かつ適切な内部統制システムを整備し、運用する。

ロ．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
業務の適正を確保するための体制の主な運用状況は、以下のとおりであります。

１．コンプライアンスに対する取り組み
コンプライアンス意識の徹底を図るべくコンプライアンスの活動報告を定期的に行うととも

に、１年に一度全社でコンプライアンスマニュアルの勉強会を行い、相談窓口の確認等教育を
実施しております。
監査室ではコンプライアンスを監査の重点項目とし、法令・社内規程などの順守状況の監査

に加え、会社の社会的責任の観点から業務対応が適切になされているかについても確認してい
ます。

２．リスク管理に対する取り組み
リスク管理への取り組みの状況としては、各部支店ごとに重要なリスクとコントロール一覧

表を作成し各部支店のリスクの洗い出しを行い１年に一度その見直しをしました。
また、各課所毎にリスク管理計画表を作成し年度毎にその進捗の報告を受けました。
監査室は、監査の際、リスク管理計画の立案と実施状況をリスク管理計画書で確認しました。
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３．情報セキュリティの取り組み
情報セキュリティポリシーや細則の定めに基づき、遵守状況および情報セキュリティ対策の

実施状況を第三者の観点から評価・是正提案を行うことから、内部監査員養成研修会を受講し
た内部監査員による内部監査を全課所にて実施しました。
また、内部監査実施後には、監査室による監査において情報セキュリティの取り組みが適正

に遂行されているか確認をしました。
情報資産に携わる役職員に対し、情報セキュリティ意識の向上のため、１年に一度全社で情

報セキュリティ勉強会を実施しました。また、標的型攻撃メール訓練や自主点検アンケートを
実施し、各自の責任およびその責任を果たす方法を認識させ情報および情報システムの安全の
確保に取り組んでいます。

４．財務報告の適正性を確保するための取り組み
財務報告に係る内部統制管理規程の定めに基づき、内部統制システムの整備・運用評価を行

い、内部統制が有効に機能していることを検証し、内部統制評価報告書を提出しました。
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連 結 注 記 表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
（１）連結の範囲に関する事項

連結子会社の状況
連結子会社の数 10社
連結子会社の名称 川西ファインサービス㈱、川西港運㈱、㈱メイサク、㈱マルカ陸

運、㈱エムティーサービス、KAWANISHI LOGISTICS (S) PTE.
LTD.、THAI KAWANISHI LIMITED、PT KAWANISHI
WAREHOUSE INDONESIA、KAWANISHI LOGISTICS
(AMERICAS) INC.、TOAN PHAT LOGISTICS JOINT
STOCK COMPANY
上記のうち、㈱エムティーサービスおよびTOAN PHAT

LOGISTICS JOINT STOCK COMPANYについては、当連結会
計年度において取得したため、連結の範囲に含めております。

（２）持分法の適用に関する事項
持分法を適用していない関連会社（１社）は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合
う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として
も重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

（３）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の事業年度の末日は、下記の会社を除いて連結決算日と一致しております。
㈱エムティーサービスの決算日は６月30日であります。連結計算書類の作成にあたっては連結決算日現在
で本決算に準じた仮決算を行った計算書類を基礎としております。
在外連結子会社の事業年度の末日は、12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同決算日
現在の計算書類を使用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必
要な調整を行っております。

（４）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの 時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
デリバティブ 時価法
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く） 定額法
無形固定資産（リース資産を除く） 定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用
可能期間（５年）に基づいております。
また、顧客関連資産については、効果の及ぶ期間に基づく定額
法によって処理しております。

リース資産 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を

採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。

③ 重要な引当金の計上基準
貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能
性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上し
ております。

役員株式給付引当金 役員株式給付規程に基づく当社取締役（監査等委員である取締
役、社外取締役を除く。）及び執行役員への当社株式の給付に
備えるため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額
に基づき計上しております。

④ 重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する、主要な事業における主な履行義務の内容及

び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。
「国内物流事業」は、倉庫業を中心とした貨物の保管・荷役業務、港湾運送業務及び貨物運送取扱業務を
国内において行っております。
「国際物流事業」は、国際複合一貫輸送業務（NVOCC）を中心とした海外輸送業務、海外との輸出入貨
物取扱業務及び海外での倉庫業務を行っております。
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（貨物の保管・荷役業務）
主な履行義務は寄託を受けた貨物の倉庫における保管及び入出庫荷役を行うことであり、保管では寄託貨

物の保管又は保管区画の供与開始以降一定の保管期日到来時点、入出庫荷役では個々の荷役作業完了時点で
履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。
（港湾運送業務）
主な履行義務は港湾において沿岸荷役・船内荷役等を行うことであり、荷役作業完了時点で履行義務が充

足されると判断し、収益を認識しております。
（貨物運送取扱業務）
主な履行義務は貨物自動車等による運送、利用運送を行うことであり、貨物の出荷又は引取以降運送を実

施した時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。
（国際運送取扱事業）
主な履行義務は海運貨物取扱いを含む国際間の物品運送を取扱うことであり、海運貨物取扱いでは通関申

告等を含めた輸出入関連手続の完了時点、また国際間の貨物輸送では船舶又は航空機への貨物の積載以降輸
送を実施した時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。

当社又は連結子会社が代理人として役務の提供に関与している場合には、純額で収益を認識しておりま
す。また、収益は顧客との契約において約束された対価から、顧客に支払われる対価を控除した金額で測定
しております。
なお、履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領してお

り、重大な金融要素は含んでおりません。

⑤ その他連結計算書類作成のための重要な事項
重要な外貨建の資産又は負債の本邦通
貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨
に換算し、換算差額は損益として処理しております。なお、在
外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場によ
り円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換
算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非
支配株主持分に含めております。

ヘッジ会計の処理 時価評価されているヘッジ手段に係る損益または評価差額を、
ヘッジ対象に係る損益が認識されるまで資産または負債として
繰り延べる方法によっております。
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退職給付に係る会計処理の方法
退職給付見込額の期間帰属方法 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年

度末までの期間に帰属させる方法については、期間定額基準に
よっております。

数理計算上の差異および過去勤務
費用の費用処理方法

数理計算上の差異および過去勤務費用の処理方法については、
各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、
それぞれ発生した連結会計年度から費用処理しております。

のれんの償却方法及び償却期間 のれんの償却については、効果の発現する期間を合理的に見積
り、当該期間にわたり均等償却しております。

２．会計上の見積りに関する注記
（有形固定資産及び無形固定資産の減損）
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

有形固定資産 22,326,784千円
無形固定資産 3,188,480
減損損失 3,497

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、原則として、継続的に収支の管理を行っている管理会計上の区分（会社別、営業所別）

を単位として資産のグルーピングを行っております。収益性の低下などにより減損の兆候が認められた場合
は、資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローが帳簿価額を下回る場合に帳簿価額を回収可
能価額まで減額し、その減少額を減損損失として計上しております。
当連結会計年度においては、上記固定資産のうち、当社の複数の営業所において減損の兆候があると判断

いたしました。減損の認識の判定において、当社の複数の営業所について、事業計画に基づく将来キャッシ
ュ・フローにより回収可能価額を見積もった結果、当社の営業所２ヶ所（大阪市港区、横浜市中区）につき
回収可能価額が帳簿価額を下回ったため、当該営業所に係る減損損失を計上しております。
減損損失の認識の判定及び測定を行う場合に用いる回収可能価額は、将来キャッシュ・フローや割引率等

の仮定に基づき見積りを行いますが、これらの仮定は将来の不確実な経済状況により影響を受ける可能性が
あります。
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３．連結貸借対照表に関する注記
（１）担保に供している資産

建物及び構築物 4,042,282千円
土地 5,362,070
計 9,404,353千円

上記のうち、建物及び構築物757,269千円、土地846,560千円については、長期借入金に対して担保に提
供しておりましたが、当連結会計年度において対応する長期借入金は完済しており、担保設定解除手続き中で
有ります。
その他の物件は、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）7,123,946千円の担保に供しており

ます。

（２）有形固定資産の減価償却累計額 26,518,308千円

（３）受取手形、営業未収入金及び契約資産のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額は、以下のと
おりであります。
受取手形 67,236千円
営業未収入金 3,785,092
契約資産 90,935

（４）流動負債その他のうち、契約負債の金額は、以下のとおりであります。
契約負債 27,146千円
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４．連結損益計算書に関する注記
（１）減損損失に関する注記

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。
場所 用途 種類

大阪市港区 営業所 建物、器具及び備品
横浜市中区 営業所 器具及び備品
当社グループは、原則として、継続的に収支の管理を行っている管理会計上の区分（会社別、営業所別）を

単位として資産のグルーピングを行っております。
当社の大阪市港区および横浜市中区にある営業所については、収益性が低下し、当該資産グループの固定資

産簿価を回収できる可能性が低いと判断し、当該資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減
少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。なお、回収可能価額は、当該資産は他への転用や売却が
困難であることから、備忘価額で算定しております。
減損損失の内訳は次のとおりであります。
建物 1,820千円
器具及び備品 1,677
計 3,497千円

（２）顧客との契約から生じる収益
営業収益については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧

客との契約から生じる収益の金額は、「８．収益認識に関する注記（１）収益の分解情報」に記載しておりま
す。
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（１）発行済株式の総数に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首
株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

普通株式 8,258 − − 8,258

（２）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

2025年６月25日開催の第168回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 109,284千円
・１株当たり配当額 14円
・基準日 2025年 3 月31日
・効力発生日 2025年 6 月26日
（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金

2,231千円が含まれております。

2025年11月12日開催の取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 117,090千円
・１株当たり配当額 15円
・基準日 2025年 9 月30日
・効力発生日 2025年12月５日
（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金

1,812千円が含まれております。

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
2026年６月24日開催予定の第169回定時株主総会において次のとおり付議いたします。
・配当金の総額 897,695千円
・１株当たり配当額 115円
・基準日 2026年 3 月31日
・効力発生日 2026年 6 月25日
（注）配当金の総額には、株式給付信託（BBT）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金

13,892千円が含まれております。
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６．金融商品に関する注記
（１）金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については決済資金の確保を最優先とし、手許流動性を確保した上で、資金運用
規程に則り、一時的余資がある場合は、短期的な預貯金及び元本確保が確実と見込める安全性のある短期の金
融商品に限定して実施しております。
受取手形、営業未収入金及び契約資産、長期貸付金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に従いリスク

の低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期毎に時価の
把握を行っております。
借入金の用途は、運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。借入金利は固定金利及

び変動金利を適用しておりますが、一部の長期借入金の金利変動リスクに対して金利スワップ取引を行ってお
ります。

（２）金融商品の時価等に関する事項
2026年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりです。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額265,017千円）は、「投資有価証
券」には含めておりません。また、「現金及び預金」、「受取手形、営業未収入金及び契約資産」、「支払手形及
び営業未払金」、「短期借入金」及び「未払法人税等」については短期間で決済されるため時価は帳簿価額にほ
ぼ等しいことから、記載を省略しております。

（単位：千円）
連結貸借対照表
計上額（※） 時価（※） 差額

①投資有価証券 1,696,056 1,696,056 −
②差入保証金 809,053 578,109 （230,943）
③長期借入金 （7,990,942） （7,682,271） 308,670
④デリバティブ取引 228,140 228,140 −
（※）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル

に分類しております。
レベル１の時価 ： 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価 ： レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定し

た時価
レベル３の時価 ： 重要な観察ができないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ

属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債 （単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 1,696,056 − − 1,696,056

デリバティブ取引
金利スワップ − 228,140 − 228,140

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債 （単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
差入保証金 − 578,109 − 578,109
長期借入金 − （7,682,271） − （7,682,271）
（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
上場有価証券は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時

価をレベル１の時価に分類しております。
デリバティブ取引
店頭取引のデリバティブについては取引金融機関より提示された時価によっておりますが、当該価格は、金

利、外国為替相場等のインプットを用いた将来キャッシュ・フローの割引現在価値により算定されており、レ
ベル２の時価に分類しております。
差入保証金
将来キャッシュ・フローを、国債の利回りで割り引いた現在価値等により算定しており、レベル２の時価に

分類しております。
長期借入金
長期借入金の時価については、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の将来キャッシュ・フローを市場

金利に当社のスプレッドを加味した利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル2の時価に分類し
ております。なお、1年以内に返済予定の長期借入金を含めた金額を記載しております。
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７．賃貸等不動産に関する注記
（１）賃貸等不動産の状況に関する事項

当社グループでは、兵庫県その他の地域において、賃貸用の施設（土地を含む。）を有しております。

（２）賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時価
2,338,550 2,786,353

（注１）連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
（注２）当連結会計年度末の時価は、主として不動産鑑定評価に基づく金額、固定資産税評価額、路線価等の

指標に基づき算出した金額を用いております。

８．収益認識に関する注記
（１）収益の分解情報

（単位：千円）
報告セグメント その他

（注） 合計
国内物流 国際物流 計

営業収益
倉庫保管料 6,108,346 481,334 6,589,681 − 6,589,681
倉庫荷役料 2,676,934 96,317 2,773,251 − 2,773,251
港運及び関連収入 1,575,278 830,650 2,405,928 − 2,405,928
運送収入 8,998,451 3,124,518 12,122,970 − 12,122,970
その他 2,122,644 − 2,122,644 166,201 2,288,845
顧客との契約から
生じる営業収益 21,481,655 4,532,821 26,014,476 166,201 26,180,678

その他の収益 2,483 − 2,483 217,779 220,263
外部顧客への営業収益 21,484,139 4,532,821 26,016,960 383,981 26,400,941

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売電事業、
不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

（２）収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「１．連結計算書類作成のため

の基本となる重要な事項に関する注記 （４）会計方針に関する事項 ④重要な収益及び費用の計上基準」に
記載のとおりであります。
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（３）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約残高

顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債の残高は以下のとおりであります。
（単位：千円）

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 3,652,016
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 3,852,329
契約資産（期首残高） 95,493
契約資産（期末残高） 90,935
契約負債（期首残高） 44,324
契約負債（期末残高） 27,146
連結貸借対照表において、顧客との契約から生じた債権及び契約資産は、「受取手形、営業未収入金及び

契約資産」に含まれており、契約負債は、流動負債「その他」に含まれております。また、期首時点の契約
負債44,324円は当連結会計年度の収益として計上されています。

② 残存履行義務に配分した取引価格
当社及び連結子会社においては、当初に予想される契約期間が1年を超える重要な取引がないため、実務

上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる
対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

９．1株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 2,876円44銭
（２）１株当たり当期純利益 82円91銭

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託が保有する当社株式は、１株当たり純資産額の算
定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。当該自己株式数は、当連結会計年
度末において120千株であります。
また、株主資本において自己株式として計上されている信託が保有する当社株式は、１株当たり当期純
利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。当該自己株式の期
中平均株式数は、当連結会計年度において132千株であります。
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10. 企業結合等関係
（取得による企業結合）
TOAN PHAT LOGISTICS JOINT STOCK COMPANYの株式取得

（１）企業結合の概要
① 被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称 TOAN PHAT LOGISTICS JOINT STOCK COMPANY
事業の内容 冷凍倉庫業

② 企業結合を行った主な理由
ベトナムでの倉庫事業への参入および同国での国際物流事業の拡大のため

③ 企業結合日
2025年７月１日（みなし取得日）

④ 企業結合の法的形式
現金を対価とする株式の取得

⑤ 結合後企業の名称
変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率
51％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

（２）連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間
被取得企業の決算日は12月31日でありますが、連結決算日との差異が３カ月を超えないため、非取得企業

の財務諸表を基礎として連結計算書類を作成しております。また、みなし取得日を2025年７月１日としてい
ることから、2025年７月１日から2025年12月31日までの期間の業績を含めております。

（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価（現金） 309,090千円

取得原価 309,090千円
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（４）主な取得関連費用の内訳及び金額
仲介手数料 45,191千円

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
① 発生したのれんの金額 238,755千円
② 発生原因
主として今後の事業展開により期待される将来の超過収益力であります。

③ 償却方法及び償却期間
９年間にわたる均等償却

（６）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内容
流動資産 26,211千円

固定資産 761,351

資産合計 787,563
流動負債 284,425
固定負債 418,000

負債合計 702,425
（７）のれん以外の無形固定資産に配分された金額及びその主要な種類別の内訳並びに全体及び主要な種類別の

償却期間
① 主要な種類別の金額
顧客関連資産 60,704千円

② 主要な種類別の償却期間
顧客関連資産 10年間にわたり均等償却いたします。

（８）企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす
影響
重要性が乏しいため、記載を省略しております。

株式会社エムティーサービスの株式取得
（１）企業結合の概要

① 被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称 株式会社エムティーサービス
事業の内容 貨物自動車運送事業、荷役作業請負業、倉庫業

② 企業結合を行った主な理由
運送事業の強化

2026年05月21日 16時19分 $FOLDER; 18ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



18

③ 企業結合日
2026年１月１日（みなし取得日）

④ 企業結合の法的形式
現金を対価とする株式の取得

⑤ 結合後企業の名称
変更ありません。

⑥ 取得した議決権比率
100％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

（２）連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間
被取得企業の決算日は６月30日でありますが、連結計算書類の作成にあたっては連結決算日現在で本決算

に準じた仮決算を行った計算書類を基礎としております。また、みなし取得日を2026年１月１日としている
ことから、2026年１月１日から2026年３月31日までの期間の業績を含めております。

（３）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価（現金） 326,500千円
取得原価 326,500千円

（４）主な取得関連費用の内訳及び金額
仲介手数料 45,506千円

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
① 発生したのれんの金額 216,480千円
なお、上記の金額は暫定的に算定された金額であります。

② 発生原因
主として今後の事業展開により期待される将来の超過収益力であります。

③ 償却方法及び償却期間
12年間にわたる均等償却
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（６）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内容
流動資産 527,396千円

固定資産 289,458

資産合計 816,854
流動負債 356,775
固定負債 350,060

負債合計 706,835
（７）取得原価の配分

当連結会計年度末において、企業結合日における識別可能な資産および負債の特定並びに時価の算定が未了で
あり、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的情報にもとづき暫定的な会計処理を
行っております。

（８）企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の連結損益計算書に及ぼす
影響
当連結会計年度における概算額の算定が困難であるため、記載しておりません。

11．重要な後発事象に関する注記
（取得による企業結合）

当社は、2026年４月16日開催の取締役会において、GBtechnology株式会社の株式を取得し、子会社化する
ことについて決議し、2026年４月27日付で株式譲渡契約を締結いたしました。

（１）企業結合の概要
① 被取得企業の名称及びその事業の内容
被取得企業の名称 GBtechnology株式会社
事業の内容 一般貨物自動車運送事業、利用運送事業、ロジスティクス事業

② 企業結合を行った主な理由
当社グループは、倉庫事業・運送事業・通関事業・港湾運送事業・フォワーディング事業を主力サービスとし
ており、生産と消費を効率よく結びつける一貫した総合物流サービスを提供しております。
現在推進中の中期経営計画『Vision2027事業領域の拡大』では、収益性の向上と利益の持続的な成長を実現
すべく、戦略的かつ効果的な投資を積極的に推し進めております。なかでも、当社の中核を成す倉庫事業と密接
に連携する運送事業の強化は、物流機能の一体化やサプライチェーン全体の最適化、安定的な配送体制の構築な
ど、高いシナジーが見込まれる重要な取り組みと位置付けております。
今回の株式取得は、かかる戦略の一環として、当社グループの事業基盤を一層強化し、今後の成長に向けた布
石となるものであります。また、本件は中期経営計画において掲げる三大重点戦略の１つである「リコンストラ
クション（第三の矢）」の推進にも資する重要な取り組みと認識しております。
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③ 企業結合日
2026年６月30日（みなし取得日）

④ 企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

⑤ 結合後企業の名称
変更はありません。

⑥ 取得する議決権の比率
51％

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得することによるものです。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金及び預金 918,000千円

（３）主要な取得関連費用の内訳及び金額
現時点では確定しておりません。

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
現時点では確定しておりません。

（５）企業結合日に受け入れた資産及負債の額並びにその内訳
現時点では確定しておりません。

12．追加情報
（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、取締役（監査等委員である取締役、社外取締役を除く。）及び執行役員に対する株式報酬制度「株式
給付信託（BBT）」を導入しております（以下、「本信託」という。）。
本信託が所有する当社株式は、連結貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しており、当該自

己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末において118,588千円、120千株であります。
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個 別 注 記 表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（１）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの 時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

（２）デリバティブの評価基準及び評価方法
デリバティブ 時価法

（３）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く） 定額法
無形固定資産（リース資産を除く） 自社利用のソフトウェア

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって
おります。
その他の無形固定資産
定額法

リース資産 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を

採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採

用しております。

（４）引当金の計上基準
貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能
性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上し
ております。
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退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給
付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末
までの期間に帰属させる方法については、期間定額基準によっ
ております。
数理計算上の差異及び過去勤務費用については、各事業年度の
発生時における従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数
（10年）による定額法により、それぞれ発生した事業年度から
費用処理しております。

役員株式給付引当金 役員株式給付規程に基づく当社取締役（監査等委員である取締
役、社外取締役を除く。）及び執行役員への当社株式の交付に
備えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込額に基
づき計上しております。

（５）収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する、主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりであります。
「国内物流事業」は、倉庫業を中心とした貨物の保管・荷役業務、港湾運送業務及び貨物運送取扱業務を国
内において行っております。
「国際物流事業」は、国際複合一貫輸送業務（NVOCC）を中心とした海外輸送業務、海外との輸出入貨物
取扱業務を行っております。

（貨物の保管・荷役業務）
主な履行義務は寄託を受けた貨物の倉庫における保管及び入出庫荷役を行うことであり、保管では寄託貨物

の保管又は保管区画の供与開始以降一定の保管期日到来時点、入出庫荷役では個々の荷役作業完了時点で履行
義務が充足されると判断し、収益を認識しております。
（港湾運送業務）
主な履行義務は港湾において沿岸荷役・船内荷役等を行うことであり、荷役作業完了時点で履行義務が充足

されると判断し、収益を認識しております。
（貨物運送取扱業務）
主な履行義務は貨物自動車等による運送、利用運送を行うことであり、貨物の出荷又は引取以降運送を実施

した時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。
（国際運送取扱事業）
主な履行義務は海運貨物取扱いを含む国際間の物品運送を取扱うことであり、海運貨物取扱いでは通関申告

等を含めた輸出入関連手続の完了時点、また国際間の貨物輸送では船舶又は航空機への貨物の積載以降輸送を
実施した時点で履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。

2026年05月21日 16時19分 $FOLDER; 23ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



23

当社が代理人として役務の提供に関与している場合には、純額で収益を認識しております。また、収益は顧
客との契約において約束された対価から、顧客に支払われる対価を控除した金額で測定しております。
なお、履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領してお

り、重大な金融要素は含んでおりません。

（６）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理

方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異な
っております。

ヘッジ会計の処理 時価評価されているヘッジ手段に係る損益または評価差額を、
ヘッジ対象に係る損益が認識されるまで資産または負債として
繰り延べる方法によっております。

２．会計上の見積りに関する注記
（有形固定資産及び無形固定資産の減損）
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

有形固定資産 16,947,208千円
無形固定資産 2,673,302
減損損失 3,497

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社は、原則として、継続的に収支の管理を行っている管理会計上の区分（営業所別）を単位として資産

のグルーピングを行っております。収益性の低下などにより減損の兆候が認められた場合は、資産グループ
から得られる割引前将来キャッシュ・フローが帳簿価額を下回る場合に帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、その減少額を減損損失として計上しております。
当事業年度においては、上記固定資産のうち、複数の営業所において減損の兆候があると判断いたしまし

たが、事業計画に基づく将来キャッシュ・フローにより回収可能価額を見積もった結果、大阪市港区および
横浜市中区の営業所につき回収可能価額が帳簿価額を下回ったため、当該営業所に係る減損損失を計上して
おります。
減損損失の認識の判定及び測定を行う場合に用いる回収可能価額は、将来キャッシュ・フローや割引率等

の仮定に基づき見積りを行いますが、これらの仮定は将来の不確実な経済状況により影響を受ける可能性が
あります。
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（関係会社株式の評価）
① 当事業年度の計算書類に計上した金額

関係会社株式 4,187,801千円
関係会社株式評価損 88,204

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社の保有する関係会社株式は市場価格のない株式であり、実質価額として用いた純資産価額が取得価額

に比して著しく低下した場合には、回復可能性の判定を行い減損の要否を決定しております。
回復可能性の判定は事業計画等の見積りによって行いますが、当該見積りは将来の不確実な経済状況によ

り影響を受ける可能性があります。

３．貸借対照表に関する注記
（１）担保に供している資産

建物 4,042,282千円
土地 5,362,070
計 9,404,353千円

上記のうち、建物及び構築物757,269千円、土地846,560千円については、長期借入金に対して担保に提
供しておりましたが、当事業年度において対応する長期借入金は完済しており、担保設定解除手続き中で有り
ます。その他の物件は、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）7,123,946千円の担保に供して
おります。

（２）有形固定資産の減価償却累計額 24,282,767千円

（３）関係会社に対する金銭債権及び債務
短期金銭債権 32,431千円
短期金銭債務 328,964千円

４．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高
営業費用 3,243,891千円
営業収益 377,047千円

営業取引以外の取引高
受取配当金 118,792千円
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５．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

当事業年度期首株式数
(千株)

当事業年度増加株式数
(千株)

当事業年度減少株式数
(千株)

当事業年度末株式数
(千株)

普通株式 611 − 38 573
合計 611 − 38 573

（注）１．当事業年度の減少は株式給付信託（BBT)の給付によるものであります。
２．当事業年度末の自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する株式120千株を含めておりま

す。

６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
賞与引当金 69,621千円
退職給付引当金 232,439
役員株式給付引当金 35,086
未払事業税等 22,431
資産除去債務 145,323
固定資産償却限度超過額(減損損失含む） 109,667
投資有価証券等評価損 85,980
貸倒引当金 6,417
その他 35,731
繰延税金資産小計 742,698千円

評価性引当額 △117,427
繰延税金資産合計 625,271千円

繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 △381,403千円
資産除去債務に対応する除去費用 △127,352
その他有価証券評価差額金 △388,805
その他 △71,795
繰延税金負債合計 △969,357千円

繰延税金負債の純額 △344,085千円
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７．関連当事者との取引に関する注記

種類 会社等の氏名
又は名称

議決権等の所
有（被所有）

割合

関連当事者
との
関係

取引の
内容

取引金額
（千円）

取引条件及び
取引条件の
決定方法

科目

役員及び
その近親者 川西 多美 被所有

直接7.2％
当社代表取
締役の親族

土地の
購入 176,500

取引価格につ
いては鑑定評
価に基づき決
定

土地

８．収益認識に関する注記
「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（５）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりでありま
す。

９．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産額 2,719円25銭
（２）１株当たり当期純利益 79円40銭

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託が保有する当社株式は、１株当たり純資産額の算
定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。当該自己株式数は、当事業年度末
において120千株であります。
また、株主資本において自己株式として計上されている信託が保有する当社株式は、１株当たり当期純
利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。当該自己株式の期
中平均株式数は、当事業年度において132千株であります。

10．重要な後発事象に関する注記
連結注記表に記載しているため、記載を省略しております。

11．追加情報
（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、取締役（監査等委員である取締役、社外取締役を除く。）及び執行役員に対する株式報酬制度「株式
給付信託（BBT）」を導入しております（以下、「本信託」という。）。
本信託が所有する当社株式は、貸借対照表の純資産の部において自己株式として表示しており、当該自己株

式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度末において118,588千円、120千株であります。
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